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１．工技センターにおける音振動関係業務紹介

２．解析事例紹介

・事例１ 在宅医療用酸素濃縮装置の低騒音化

・事例２ 自動車吸気系騒音低減
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工技センターの音・振動関係業務

試験 研究

・設備
無響室、残響室、振動試験機

・依頼試験
騒音レベル、振動レベル、吸音率
透過損失、音響パワーレベル

・共同研究
企業との共同

受託研究など

・独自の研究
アクティブ遮音制御
吸音材設計手法
など

無響室 残響室 音響計測システム 音響解析ソフト



保有している数値解析ソフト

音響解析、振動解析

LMS社：SYSNOISE（シスノイズ）

形状入力、メッシュ作成、振動解析

I-DEAS

境界要素法、有限要素法

考えられる適用例
・車内音圧分布計算
・マフラーの消音効果予測
・振動している構造からの放射音
・エンジンの振動からの放射音
・壁面や部品の透過損失計算



解析事例解析事例

企業との共同研究事例



事例１ 在宅医療用酸素濃縮器の低騒音化

コンプレッサー

ブロア

吸気口

排気口

排気音

◆問題騒音：排気口から
200Hz～500Hz

小型、軽量化に伴い
騒音が問題

共同研究先：山陽電子工業（株）

消音器の採用

330mm
270mm

45mm

入り口

出口

利用可能空間



消音器A 消音器B

消音器D消音器C

検討した膨張型消音構造



音源

観測点
(出口から0.1m)

音響管

消音器

解析手法：Indirect BEM
要素数：1500程度
解析周波数:10～600Hz

10Hzごと

計算モデル（境界要素法BEM）
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事例２ 自動車吸気系騒音低減

吸気ダクト Ａ／ＣＬ Ａ／ＣＬホース

共同研究先：丸五ゴム工業（株）

吸気ダクト



数値解析による検討

音響モデル 構造モデル

境界要素法
(BEM)

有限要素法
(FEM)

モード重ね
合わせ法

連成解析

振動計算
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(E=3.5e9,ダンピング0.02)

計算と実験 傾向一致
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振動によりピーク分離



振動の様子

340Hz



改善案の検討

(a)案１ (b)案2
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もっとも影響が大きい
Mode6を抑制



事例３ 共鳴器形吸音パネルの吸音率予測事例３ 共鳴器形吸音パネルの吸音率予測

空洞

孔

ヘルムホルツ共鳴器

質量

バネ

粘性抵抗

共同研究先：リョービ（株）

中低周波数で大きな効果
長所

短所
特定周波数でしか効果なし



共鳴器型吸音パネルの広帯域化共鳴器型吸音パネルの広帯域化

○複数種類の共鳴器を組み込む

共鳴器① 共鳴器③
共鳴器②

吸音率の予測困難



吸音率の計算吸音率の計算

計算モデル

孔ピッチ、孔径、空洞部寸法
が波長より十分小さい

計算上の仮定

共鳴器を複合した場合の
吸音率予測式導出

孔部分粘性抵抗値を実測

吸音率予測
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孔部粘性抵抗値

１種類の共鳴器による
音響インピーダンス



7種類の共鳴器を組み込んだ吸音パネル

実験結果および予測結果実験結果および予測結果
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試料サイズ10.8m2

（64枚）
残響室サイズ251m3

吸音率予測法の有効性確認




